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〔論文）

「企業類型」と独占の成立

一一ア メリカ鉄鋼独占体形成史の総括の基本視点一一

溝 田 誠 五ロ． 
I 本稿 の 課題

わたしは，前稿I）において，独占形成期アメリカ鉄鋼業の企業構造類型（これを簡単に企業

類型とよんだ〉を各年代，各地域，各部面（製銑，製鋼，圧延〉ごとに分析した。そこでは，

鉄鋼業における生産技術の変革ーとくに労働手段の変革 ・導入ーに規定されて，各年代を追う

ごとに， 「単純工場」を生産単位とする単純企業類型 （製銑単純企業，製鋼 ・圧延単純企業，

製錬 ・圧延単純企業，単純圧延企業）の支配的な段階ーとくに， 1880年代ーから， 「銑鋼一貫

製鉄所」＝「結合工場」 （垂直的 ・段階的に相関連した異種工場の有機的統合体〉を生産単位

とする 「銑鋼一貫企業」＝「結合企業」の類型が中軸に位置する段階に移行し鉄鋼業におけ

る独占の成立を「企業類型」の視点から客観的に明らかにしていたわ。さらに， 「企業類型」

の相異一労働手段 ・労働対象の相異を基礎とするーが，鉄鋼業の労働生産物＝各種製品 （＝使

用価値〉の相異および販売構造（＝方式〉の相異をもたらすことを切らかにした。． 本稿では，資本主義の自由競争段階から独占段階への転化の物質的基礎である「生産の集積

（資本の集積を含む〉」（concentrationof production）を個別資本の経営体 ・企業レベルの構

造変化（生産構造，製品構成と販売構造の統一〉ニ「企業類型」として把握し， この「企業類
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型」がどのような構造をもっ段階になると 「独占の成立」を客観的に実現するものになるかを

考察する。この「独占の成立」と，それを実現する「企業（構造〉類型」の連関を布街すれば，

独占価格の設定による独占的超過利潤の獲保機構の成立，これは，アメリカ合衆国の鉄鋼産業

の場合には トラスト（Trust）ニ「産業コンツェルン」3）の形成によるカルテル＝プールの長

期安定化によって実現されたし，本稿では，このような独占的超過利潤を実現する「生産の集

積」を個別資本の経営企業レベルの構造類型，すなわち， 「企業類型」として分析する。

わたくしは，以上のような視点からの独占の成立の分析は，従来諸論者の独占成立の可能性

と必然性ないし独占の説明よりも説得力をもちうるし，さらに現代資本主義＝国家独占資本主

義を支配する巨大産業資本＝（独占体）を独占成立期（1873年～1900年〉，独占確立期(1920～

30年代〉＝国独資の成立をつうじて資本＝企業の再生産の環境の変化とその個別資本への包摂

（ないし，両者は相互規定的である〉として一貫した論理ーすなわち，独占資本〈二資本〉を

基底にすえてーで資本主義の各歴史段階を叙述可能だと考えている。なお，本稿での分析対象

である鉄鋼産業における「独占の成立」をもたらすアメリカ資本主義一国民経済レベルの諸資

本の基本矛盾，個別資本の経営体，企業レベルの諸矛盾については，別稿で考察を予定してい

る。

以上のような課題をもっ本稿は，わたしの，これまでの 「アメ リカ鉄鋼独占体形成史」研究

おにける総括的位置一試論的段階で、はあるがーを与えられることになる。ゆえに，ここで， こ

れまでの， わたしの連続論稿の「アメリカ鉄鋼独占体形成史」研究における位置 ・連関と課題

を簡単にのべておく ことにする。

ト 「カーネギー製鋼会社の形成過程（上），（下）一独占形成 1期アメリカ鉄鋼業における生

産の集積一」 （『立命館経営学』 （立命館大学〉第 11巻 2号（昭和47年6月〉，第 11巻 3・4号

． 

（昭和47年10月）。一こ こでの課題は， U s. S悦 ICorporationを構成する Carn巴 ieS版 lCo. • 

(1892年成立） 一「独占形成」期＝「大不況」期に最大の銑鋼一貫企業一の具体的な歴史分析

を通じて，独占の成立 ・推転の生産的基礎＝ 「生産の集積」としての「銑鋼一貫製鉄所」ニ「結合

工場」 一独占形成期の「生産の集積」の表象ーの析出にあった。この分析によって，資本主義

の自由競争段階を規定する生産単位＝「工場」とは，質的 ・段階的差異をもっ独占段階の独自

；的生産単位と しての 「銑鋼一貫製鉄所」ニ「結合工場」が確定されることになった。

Il. 「FederalSteel Co.の形成過程（上），（下〉ーアメリカ鉄鋼独占体形成史（ Il）一」『立

命館経営学』第12巻3号 （昭和48年〉， 第12巻 5・6号 （昭和49年）。一ここでの諜題は，u.s. 

’Steel Corporationの成立の基軸になった Morgangroupの「結合企業」－FederalSteel Co. 

の形成過程の具体的分析をおこなった。この分析では， 「大不況」期ーとくに， 1893年の過剰
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生産恐慌につづく不況期にーおける鉄鋼個別資本聞の激烈な競争の下で，し、かなる経済的格拠

で Morgangroup＝銀行資本の参画（＝介入〉一銀行資本による産業資本の支配 ・包摂 ーに

よる IllinoisSteel Co. ( 1889年成立〉の再建二FederalSteel Co.の成立（1898年〉がおこな

われたかとし、う課題を明らかにした。この課題は，鉄鋼需要構造の変化＝生産構造の転換一固

定資本の巨大化を内包するー（転炉一貫体系→平炉一貫体系系〉→企業金融構造の変化（借入

金 ・株式 ・社債への依存増大〉→資本の所有関係の変化（Chicago系資本→Boston,New York 

系資本への転換〉という「企業金融（＝資本調達）」論的視角からおこなわれた。ここからま

た， 「大不況」期＝「独占形成」期における鉄鋼産業の構造変化一企業構造の変化に反映ーにお

ける独自の 「企業金融」問題とさらに， U.S.Steel Corporationの成立史への独自のー視角が． 与られることになった。

． 

Ill. 「NationalSteel Co.の形成過程（1), (2）ーアメリカ鉄鋼独占体形史（目）一」『専修経営

学論集』 （専修大学〉第20号（昭和51年6月〉，第21号（昭和51年9月〉。ーここでの課題は，

U. S. Steel Corporationを構成した Reid,Moore groupの銑鋼一貫企業＝NationalSteel Co. 

(1899年成立〕の形成過程の具体的分析によって，製品市場の多様化，競争構造の変化に規定

された個別鉄鋼資本二企業の発展，すなわち多製鉄所企業（multi-combinatfirm) ＝「結合

工場」．を多教もった「結合企業」の成立を析出することにあった。ここでの分析視角は，企業，

レベル（負rmlevel）の上位概念である金融グループ（＝資本系例） ・レベルにおき，各資本グ

ループおよび傘下の個別企業の U.S. Steel Corporationへ参画する独自性と部門内での強固

さの経済的基礎を明らにした。

以上， U.S. Steel Corporationを構成する各資本グループの中軸企業ーすなわち， Carnegie

group-Carnegie Steel Co. (1892年成立）， Morgan group-Federal Steel Co. (1898年成立），

Reid, Moore group-National Steel Co. (1899年成立〉ーの形成過程の具体的分析によって，

これらの企業が i) 「銑鋼一貫製鉄所」＝「結合工場」一独占段階の独自的な生産単位ーを生

産単位とする 「銑鋼一貫企業」＝「結合企業」として存在すること。 ii）地域的市場を独占的

に支配する巨大企業であること，すなわち， CarnegieSteel Co.=Pennsylvania, Federal Steel 

Co.-Chicago中心， NationalSteel Co.=Ohio中心である。 iii）製品構成一半製品中心で共通

性をもつことなどが明きらかになった。

IV. 「アメリカ鉄鋼業の企業類型－1873～1904年一アメリカ鉄鋼独占体形成史CIV）一」 『専

修経営学論集』第23号（昭和52年6月）。ーこ こでの課題は， 「大不況」期＝「独占形成」期の

アメリカ鉄鋼業の構造変化を「企業類型」の構造変化として分析した。 なぜなら，鉄鋼産業に

おける「独占（体）の成立」 （推転）の生産力的基礎となる「銑鋼一貫製鉄所」二「結合工場」
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を生産単位とする銑鋼一貫企業＝ 「結合企業」のアメリカ鉄鋼業全体の各製品市場に占める支

配的 ・主導的な位置の確定（具体的に確定された）によって，その課題が果されると考えるか

らである。 その時期は，いわゆる「大不況」期ニ 「独占形成」期である1873～1904年までのア

メリカ鉄鋼業の構造変化を i）時期別， ii）地域別 （とくに， 「独占の成立」を主導する地域

ニPennsylvania,Ohio, Illinoisを中心とする），iii）鉄鋼業の各部面ごとに具体的に分析した。

v.「U.S. Steel Trustの形成過程ー第二次製品市場の支配（1), (2）ー，ア メリカ鉄鋼独占体

形成史〈刊〉一」『社会科学年報』（専修大学〉第12号， 『専修経営学論集』第24号 （昭和53年2

月〉。 ここでの課題は， 「独占の成立」の画期となる U.S. Steel Trustの成立史における第

二次製品部門市場」の支配の意義を，各資本グループーCarnegiegroup, Morgan group, Reid, 

Moo四 group－聞の対立 ・協調の競争関係のなかで明きらかにし，とくに，Carnegiegroup- • 

Carnegie Steel Co.の主導的位置の危機＝崩壊→U.S. Steel Trutsへの統合の経済的基礎を明

きらかにした。さらに，従来の通説批判をおこないながら，「企業類型」の類似化 （＝同質化〉

が 「独占の成立」 （二部門内競争の止場〉の客観的な可能性を創出するとともに，それを現実

化する契機と してーすなわち， 「大不況」期＝「独占形成」期のもとでの過剰資本 （＝生産設

備の過剰，生産過剰〉の累積問題が個別資本聞に破滅的競争の危機の回避→U.S. Steel Trust 

ニ 「独占の成立」を促成する矛盾として存在した。なお， 「大不況」期二「独占形成」期のも

とでの過剰資本の存在態様＝遊体 ・廃棄設備，各部門の稼動率については， 「U.S. Steel Trust 

の成立」で具体的に分析し，その過剰資本の存在が「独占の成立」（＝Trust）二「産業コンツ

エルン」によ って処理されたことを実証する予定である。

以上が，わたしのこれまでの「アメリカ鉄鋼独占体形成史－U.S. Steel Corporationの成立

史を中心にー」の連続論稿の課題と全体のなかでの位置である。なお， 本研究が長期にわたっ

ており，さらにこの間に問題意識にも多少のずれが存在するので，本稿において， 全体の理論

的総括（論理整合性）の基本視点を試論的に提起することになった。こ うした目的を果すため

に，具体的分析，文献引用をなく し，できうるかぎり図式的に叙述するこ とになった。

本稿の構成は，以下， n.産業独占成立の 「企業類型」 ーその表象を中心にー，Ill.「企業類

型」の発展過程ーアメリカ鉄鋼業発展の段階規定一， N.「大不況」＝ 「独占形成」期の競争

構造の段階規定一「企業類型」の各段階を基底にしてー， v.総括一，の順序で敏述する。

脚注 I

1) 拙稿「アメリカ鉄鋼業の企業類型－1873～1904年一，ーアメリカ鉄鋼独占体形成史（IV）一」『専修経営

学論集』第23号（昭和52年6月）。

2) この「銑鏑一貫製鉄所」＝「結合工場」が独占資本主義の独自的な生産単位であるという点の理論的

意義については，坂本和一『現代巨大企業の生産過程』有斐閣，昭和49年；同氏『現代資本主義の生産様式』

青木書店， 昭和51年，参照のこと。また， 「結合工場」の概念規定および 「生産の集積」の重層性（＝
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構造）については，堀江英一「結合企業の重層性」『経済論叢』（京都大）第108巻，第1号，参照のこと。

3) なお， 「産業コンツェルン」の概念規定については，堀江英一 「産業コンツ ェノレンJ『経済論叢』（京

都大）第110巻5号，参照のこと。

JI 産業 独占成立の「企業類型」ーーその表象を中心に一一

アメリカ鉄鋼産業における 「独占の成立」の画期は，一一般的には第一次合同運動期 (1898

-1904年〉以降ーとくに， U.S. Steel Corporation（ニTrust）の成立と理解されている。この

「独占の成立」の画期を U.S. Steel白 rporationの成立または， それ以降に求めることには

異論のないところである。 しかし，なにを根拠あるいは指標にして「独占の成立」と考えるか． については，各論者とも一様ではなく，また明確ではない。たとえ，明確であっても， lつの

シェーマ （図式〉に現実をあれはめてみた り，逆に事実の例挙に終始し，わたしの満足するも

のではないり 。この鉄鋼産業における 「産業独占の成立」の根拠あるいは指標を何に求めるか

によって，たとへば， U.S. Steel Corporation ( =Trust）の設立＝「独占の成立」か，否か，

また，その時期の問題が明確になるだろう。

． 

そこで，わたしは，前稿で独占形成期アメリカ鉄鋼業の構造変化（＝「大不況」 期ー1873年

以降〉を 「企業（構造）類型」一生産構造，製品二品種構成， 販売構造の統一ーとし、う概念を

基底にすえて分析した。その具体的分析から，「大不況」期二「独占形成」期の各年代＝各段階に

よって，主導的＝支配的資本の「企業類型」に変化がみられることを明きらかにした。 この企

業類型」の変化は「独占形成」期＝「大不況」期へのアメリカ鉄鋼産業における諸資本の対応政策

によって，結果的に実現されたものであり，本質的には，過剰生産恐慌＝それにつづく長期不

況一市場価格低落＝利潤率の低落のも とでの諸資本聞の価格競争一技術革新を含むーによって

強制されたものであった。前稿での具体的分析からの結論は，独占形成ーとくに， 1898年の過

剰生産恐慌以降ーおよび「独占の成立」期のアメリカ鉄鋼産業を主導する支配的資本の 「企業

類型」は「銑鋼一貫製鉄所」＝「結合工場」（Betriebs-Kombination）を生産単位とする銑鋼一貫

企業＝「結合企業」（Unternehrnungs-Kombination）ーノ、イマンのし寸混合企業 （gemischten

Werke)1）ーである という ことであった（第 Il-1図「銑鋼一貫製鉄所」＝「結合工場」（コ ン

ビナート〉の概念図を参照せよ〉。

この銑鋼一貫製鉄所を生産単位とする「企業類型」一「結合企業」は， i ）生産構造の視点

からみれば， 「結合企業」一「結合工場」＝「銑鋼一貫製鉄所」＝結合装置 ・機械体系一「工場

(Werke）」一製銑 ・製鋼 ・圧延の各工場＝装置 ・機械体系とし、う重層構造をもち， ii）製品

二生産物構成においては，重鋼半製品（semi-finishedproducts or heavy products) -slab, 
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第II- 1図「銑鋼一貫製鉄所」＝「結合工場」の概念図（1904年）

σ3 

出！）／！.） A. I. S. A. Iron Age, Jan, 7, 1904, p. 50. 

注1）これは，独立系の銑鋼一貫作業である theLakaw;mna Steel Co.の銑鋼一質製鉄所のレイアウトである。

． ． 



． 

． 

bloom, plate, sheet, raseなど一少品種大量生産物を圧延し，iii）販売構造の視点よりみれば，

以上の重鋼半製品は，この鋼材を原材料とする第二次製品＝完成品企業 （白nished-products

firms) -1898年以降各資本グループに包摂されたり ーの注文に対して独占的に販売一わが国の
ひもっき

紐付品種ーされる2）。

以上のような，各資本クソレープの 「結合企業」一類似（＝同一〉の構造をもっーの水平的統

合と して， U.S. Steel Corporation ( =Trust）ーアメリカ鉄鋼産業における独占が成立した。

この統合過程を図式化したものが，第 Il-2図である。しかし，わたしの「企業類型」を基底

におく 「独占の成立」 の歴史分析では，U.S.Steel Corporationの設立（1901年）以降， すな

わち，具体的には， 1907年一Garydinnersによる価格先導制（priceleadership）の成立一頃

を 「独占の成立＝確立」と想定している。その根拠は， U.S. Steel Corporationに統合された

諸 「結合企業」が， U. S. Steel Corporationのもとで， 前述したような意味での，いわゆる

「結合企業」に統 ・廃合されて再編成される時期がその頃である。この点を少しく わしく検討

することにする。

第II-2図 「独占の成立」の企業類型の表象一統合過程一 （1907年）

I ・l I IロロI! : 

! ii ［二同コヰコ 1－－~ヒゴ己~ : i 
! I I I口口I! l 

1 I I ！口口ii : 

川仁手0=01···~ 口口 I I i 
i I I I口口； j i 

I[ 1~il 口主主=D1--1口口！ ! l 
I I口口 Ii i 

」一一 製銑一一製鋼一 圧延一一第二圧延蔀門一＿＿，
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注 1）口は， 単純工場（＝装置 ・機

械体系），口を囲むに二lは，垂

直的統合によって成立した 「結合

工場（＝銑鋼一貫製鉄所）」であ

り， 仁ゴを囲む Cご｛ は， 水

平的統合企業である。 以上を 含

む，：：：：：；の外大枠は， 「結合

工場」および「水平的統合企業を

含む，水平的統合企業＝ 「結合

企業」を含む 「独占（体）」＝ 「産

業コンツ ェルン」である。 仁二｜

は，巨大企業である。



これまでの一連の論稿においてわたしが，具体的に分析したように，U.S. Steel Corporation 

の成立は，前提となった諸資本クーループ（Morgan,Carnegie, Reid. Moore group）の「銑鋼一

貫企業」ニ「結合企業」（垂直的統合企業〉ーさ らに， 第二次製品部門の諸企業一水平的統合企

業（多工場企業〉 ーの各資本クールーフ。傘下への支配 ・包摂ーの 「企業類型」が類似（＝同一）

化ないしは対等化一部門内競争の止揚の条件ーすることによって，合同 （consolidation）の可

能な条件が醸成された。しかし， これらの各資本グループの 「企業類型」の類似（＝同一〉 化

にともなう部門内競争の止揚の条件が， U.S.Steel Corporationの成立として現実化されるた

めには，個別資本二企業において，1893年の過剰生産恐慌期以後の不況期に，さ らに，1898年

以降の好況期にも，かなり の過剰資本が累積 ・温存され，一方で固定的費用 （fixedcharges) 

の増大にともなって操業度調整が相対的に困難となり，各資本グループの資本の再生産が危機

的状況 これは，第一次合同運動にみられるように，体制的危機であるーに追い込れるという矛

盾が促成要因となった。とすれば，当然、， U.S.Steel Corporation (=Trust）を成立させたう

えで， 同社は，統合諸企業間（白rmlevel）および工場開（works）・機械 ・装置 （plants）の

過剰能力 Cover-capacity）ーの統・ 廃合によって， U.S. Steel Corporation=Trust全体の

管理の効率化一間接部門の「合理化」を含む一，集権化し，さ らには，標準的生産条件以下の

非能率な工場 ・プラントを休止 ・廃楽し，他方で，能率的な工場 ・プラントに生産を集中した。

以上のような統 ・廃合が一定の段階に達し， U. S. Steel Corporation C =Trust〕ーこれは，
ピツツ パ ー グ ・プ ラス

産業コンツエノレンーが，基点価格t,lj(basing point=single point system)-Pittsburgh plus 

ーにおける基準価格（Baseprice）一わが国鉄鋼業の建値ーを GarydinnersC ＝価格先導制〉

によって決定できる体制を企業＝経営の構造二「企業類型」として成立させる段階をいわゆる

「独占の成立」と考える3）。 以上が，わたしが， 「独占の成立」を U.S.Steel Corporationの

成立－1901年ーではなく， 1907年以降と考える経済的根拠である。

以上， アメリカ鉄鋼産業における 「独占の成立」の表象は，それを 「企業類型」とし、う視角

を基底におけば，上述したとおりである。 以下， 「独占の成立」を「企業類型」を基礎に歴史

的に展開するこ とにする。

脚 注 E

1) 従来のわが国および諸外国ーとくに，アメリカーにおける「大不況」期＝ 「独占形成」期のアメリカ

鉄鋼業研究の実証的 ・理論的研究の到達点とその問題点については，別稿で検討する予定である。最近，

諸外国で， William工 Hogan,Eco四omicHistory of the-Iron and Steel Industry in U.S. Vol. I～ 

V; Kennth Warren, The American Steel Industry 1850～1970一，などのすぐれた研究が公刊され

ており，方法論をふくむ，理論的検討が必要である。

2) わが国の現代巨大企業および非巨大企業における財務構造を「企業類型」との連関で具体的に分析し
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た論稿と して，岡本博公 「企業類型と財務構造」 『同志社商学』 （同志社大）第29巻第2号がある。

3) U. S. Steel Corporation（ニTrust）の価格政策については， 「U.S. Steel Trustの成立（2）ーアメリ カ

鉄鋼独占体形成史（VII）一」で，考察する予定である。

m 「企業類型」の発展過程一アメ リカ鉄鋼業発展の段階規定一

以下， U. S. Steel Corporation C =Trust) ＝「独占の成立」 (1907年段階）の表象まで

の 「企業類型」一生産構造，製品構成，販売構造ーの発展過程を第四一1図を参照しながら，

要約してみたい。

第一段階 （1880年まで〉一 i）生産構造は， 「単純工場」 （製銑 ・製（錬〉銅 ・圧延の各部面． ともほ生産単位とする 「単純企業」 （蹴，製 （錬）鋼，圧延の各 「単純企業」） が支配的す

る， 「錬鉄」時代の製鉄業である。 ii）製品構成一錬鉄製 （wrought-iron) C全体の約70%)

の軌条 （レール〉， 棒鉄 ・線材 （barsand rods), nail plale など， これに対して鋼 （steel)

製 （全体約30%）の約80%が軌条一これは当時の大量生産品種ー，棒鋼線 ・材 （約20%）であ

． 

り，全体的には，基軸製品は， 軌条（錬鉄および銅製〉，棒鉄 ・線材であり， 少品種少量生産

の段階の特徴である。 iii）販売構造一一部の鉄道からの注文を除いては， ほぼ見込生産 ・販売

が支配的である。

第二段階（1880-1890年代中葉〉一 i）生産構造ー 「結合工場」を生産単位とする 「結合企

業」が製銑 ・製鋼 ・圧延の各部面を支配する 「鋼鉄」時代の製鉄業である。 ii）製品構成一鋼

鉄ーとくに転炉鋼が主導的一製の軌条 （1890年代まで圧倒的〉， 線材， 釘，棒鋼などを中心と

しているが，除々に需要産業の変化＝転換に規定されて，製品構成も多様化（＝多角化 ：

diversification）しつつある。 iii）販売構造一鉄道関連資材のなかで，軌条のみは鉄道資本か ら

第III-1図 「大不況」期＝「独占形成」期のアメリカ鉄鋼業の発展段階 （1873ー1907年）

段階 （年代） -.t工L- 業 構 造 市 場

第I段階＝「錬鉄」時代 生産構造二「生産単位J, 価格設定

(1880年まで） 「単純工場」一「単純企業」 F. 0. B. mill price 
・・・・・ ・・．

製品構成一軌条，棒鉄，線材，釘 地域内の自由競争

第H段階＝「鋼鉄（＝転炉主 「結合工場」一「結合企業」 Zonepricing 

導）」時代 製品構成－Ul亙 ，線材，棒鋼 地域内支配の確立，地域間競争

(1880-1890年代中葉）

第四段階＝「鏑鉄（＝平炉， 「多数結合工場＋単純工場」＝ 「結 Basingpoint system (single po-
．．．．．  

転炉併用）」 時代 合企業」（垂直的統合企業）＋（水平 int) =Gary dinners(1907年）
・－－－－－－－－

(1890代後半－1910年まで） 的統合企業）＝産業 「コ ンツ ェノレ 園内市場支配の立確

ン」製品構成－！構造用材I，鋼軌条

注1) 企業構造蘭中， 亡コ の製品は基軸製品である。
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の注文生産であり，他は，需要産業の「自由競争」段階に規定されて，ほぼ見込生産が支配的

である。

第三段階（1890年代後半～1900年代中葉〉一 i）生産構造ー「結合工場」を生産単位とする 「結

合企業」の下に資本の相互持合関係を通じて，第二次製品部面の諸企業ー水平的統合（horizontal

integration）による巨大企業ーの支配・包摂によ る生産構造の裾野の拡大。 U.S.Steel Corpor・ 

ationの成立以降は， 「結合企業」を構成する「結合工場」および第二次製品部門の「単純工

場」の数と地域的な広がりー各地域市場の生産と市場の支配一，さらに原 ・燃料，運輸一鉄道

・湖上ーの支配によ って，第一次合併段階一各資本ク’ルー プによる U.S. Steel Corporationの

構成企業の成立段階 (1901年以前〉ーとは，質的，量的な段階的差異ー飛躍ーをもっ，「（産業〉

独占の成立」の内実に到達することになった。 ω製品構成一鋼鉄が転炉 ・fiP鋼一1908年以 ． 
降は主導ーが半々になり，製品も軌条の相対的位置が急激に低下し，造船，石油 ・ガス製精，

建設の各需要産業の発展に対応して，厚 ・薄板，鋼管，構造用材，棒鋼などの製品の絶対量，

比率ともに拡大し，第二段階とは臭っている。 iii）販売構造一製品のなかで， 「結合工場」で

生産される半製品（semi-finishedproduct)一粗鋼（slab,billet）および厚 ・薄板，棒鋼 ・ロ

ンドなどは， 「結合企業」の傘下に支配 ・包摂された第二次製品部面の諸企業 （巨大企業） 一

多工場企業ーに販売される注文販売品種である。第二次製品の軌条，鋼管 （需要産業 ・石油 ・

ガス産業〉，ブ リキ板 （食品缶詰産業，建築），構造用材（建築業〉は，注文にもとづく大量生

産品種である。

以上，アメリカ鉄鋼業の発展過程の三段階区分は，単なる技術的＝生産構造の視点からみた

鉄鋼業の段階区分ではなく，生産構造，製品構成，販売構造ーあるいは，生産方式と販売方式

ーの統ーとしての「企業類型」を基底としている。なお， 「独占形成」二「大不況」期のアメ

リカ鉄鋼業の生産構造の発展を規定する，鉄鋼業の各部面の技術進歩革新（改良を含む）を要

約したのが第ill-1表である。ここでは，この表の説明は省略する。以下，以上のような「企

業類型」の発展段階によって， 「独占形成」＝「大不況」期のアメリカ鉄鋼業の「市場構造」

〈己競争構造）の段階を定することにする。なお，両者は相互規定関係にあり，競争構造に規

定された再生産機構によって，前述したような「企業類型」が結果的に成立し，各段階を画す

ることになることは当然、のことである。

N 独占形成 ＝「大不況」期 の競争構造の段階規定一「企業類型」の各段階を基底にしてー

第一段階 (1880年まで〉ー鉄鋼業の各部面における多数の「単純企業」一投姿単位小さいー

による各製品市場での「原子的」市場構造一自由競争段階ーを特質としており，他部面からの

- 10-
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当該各部面への参入は容易 参入障壁低位ーである。また，市場範囲も地域に限定されてお り，

その地域市場内一各製品市場ーでの自由競争が支配的である。さらに価格政策，各地域市場内

一各製品市場ーにおける「単純企業」ごとの 「工場渡し値段」（F.0. B. nill pricめ である。

第二段階 (1890年代初頭まで〉一鉄鋼業の特定部面ーとくに，銑製 ・製鋼部面ーで， 「結合

企業」 と「単純企業」が併存し， 1890年代初頭まで、に重銅半製品部面で、の「結合企業」の支配

的＝主導的地位が確立し，市場構造一上位企業集中度が高くなった。たとえば，具体的には，

i ）鋼レール部面， ii）重鋼製品－billet,plate, beamーなどある。以上のよ うな重鋼製品部面

では，参入障壁も相対的に高位一「結合企業」でのみ製造でき，投資単位の巨大 化ーで， 市
プ ー ル カル テ ル

場集中度も高いので，好況期に PoolC =Kartell）が成立する。しかし，不況期に崩壊する脆

弱性をもっ。その他の部商一製銑 ・圧延部面ーでは，多数の 「単純企業」による 「原子的」 市

場構造である。市場の範囲は，地域内の特定製品市場での 「結合企業」の支配的地位が確立し，

さらに， 「結合企業」聞の地域間競争が激化する。また，価格政策は，地域内の特定製品市場

ごとのゾーン・プラ イシンクー（Zonepricing）が支配的となり，前述の重鋼半製品市場では，カ

ルテル （basingpoint systemを含む〉 ＝独占価格が好況期に短期的に成立 ・崩壊をくりかえ

すことになった。

第三段階 (1890年代後半－1900年代後半〉一鉄鋼業の各部面において， 「結合企業」（垂直的

統合企業〉あるいは第二次製品部商の諸企業（水平的統合企業〉一巨大企業を含むーを支配，包

摂した 「結合企業」（＝産業コンツ エルン〉一投資単位の巨大化，参入障壁の高度化ーその典型

= U. S. Steel CorporationJーによる 「部分寡占」ないし「ガリバー型」の独占的市場構造が成

立することになった。たとへば相対的に市場集中度の低位で、あった第二次製品市場ーブリキ板，

線材， 釘などーでは，各資本グループの 「結合企業」の主導のもとに，一挙に水平的統合の巨

大企業 （多工場企業〉が成立し それらの各市場を独占的に支配することになった。そして，

これらの第二次製品部門の水平的統合企業＝巨大企業は，「結合企業」に支配 ・包摂されること

になった。市場の範囲も， U.S. Steel Corporationの成立以降－1907年のT.C.I.&R.社（＝
テ ネ γ ーのrt収

いわゆる＂ TennessePurchase”）による南部鉄鋼市場の支配一，ほぼ圏内市場圏を独占的に支

配することになった。価格政策は，1907年以降，U.S. Steel Corporation一価格先導者ーの

Gary dinnersによって Pittsburgh単一の基点価格制が他の独立系銑鋼一貫企業二巨大企業

-Bethlehem Steel, Republic Steel などーを追随させる独占価格として確立するこ とになっ

7こ。

V 総 括ー残された課題を中心にー

以上，これまでの，わたしの 「アメリカ鉄鋼独占体形成史－U.S. Steel Corporationの成立
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史を中心にー」研究の総括のー視点として， 「企業 （構造）類型」一生産構造，製品構成，販

売構造によって規定されたーとし、う概念を提起した。この「企業類型」の発展段階によって，

「大不況」期＝「独占形成」期 (1873～1907年まで）の段階を規定した。これによって，従来

のアメリ カ銑鋼業の「独占の成立」史の研究よりも， 「生産の集積」→「独占の成立」を論理

的のみならず歴史的，具体的に，企業レベル（白rmlevel)を基礎に把握で‘きるし， 「独占の成

立」の時期も明確になると考えている。 さらに，こうした 「企業類型」としづ概念を基底にす

えて資本主義の構造変化を把握する視角によってこそ， 1930年代，および現代資本主義＝国家

独占資本主義段階の資本主義の構造変化を一貫した論理，視角から把爆できると考えている。

しかし，こう した 「企業類型」の発展は，これまで述べてきたような「大不況」期＝「独占

形成」期における資本主義の構造変化，そのもとでの過剰資料二過剰在庫，過剰設備能力） ． 
累積 ・温存一利潤率の低落ーの合同 Cconsolidation）あるいは Trust)＝独占 （＝「産業コン

ツエルン」の成立による処理の実証的 ・理論的総括をおこなう必要があると考えている。この

課題は過剰資本の処理と独占の成立 「U.S.Steel Trustの成立(1）ーアメリカ鉄鋼独占体成史

（河〉（『社会科学研究所月報』（専修大学〉昭和52年 3月号）で考察する予定である。

． 
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自r;111-1，表 大不況期のアメリ力鉄鋼業における伎術革新 （改良および導入を含む）

製 銑

些笠 Blasl furnaceの録業（Saugi品 M出心

furnace and forges (New England) 

普及過程 1'675:N.J. 

stone slnにture 1716:Vi岳，M訂y!a凶， Del.

1740:N.Y. 

全体のfurnaceand forges 

60 

1791 furnace・ 16 forge 37 
(Pa) 

funnacc 16, forge 79 

(N.J.) 

1730年代以降の発展 N・ E→N J.,Paへ

i亘弘盟坐皇国k.:local O町 → Miss.,Micl; oreへ
f田l 1830 fj：代 ch町C岨 l

- 1~40 年代 制tacite 制 bi tuminous co恥

1840 :cylindr比alstructureへ（wrought ironとfire

di叩k製｝
fuel ant hracile coalの利用

1830年代の失敗：i)air blastがcoldairで燃焼温度

不十分 hot air blastへ
1828: James Neilson of Scotland 

1839 Benjanin Perry町 WiliamLyman, 

(al Pottsville, Pa.) 

ιれ以降 fuelcharcoal→ a叫hra口leへ
production ( 4州〉

1830: 165千 トン 1840: 61& 

1840: 285干ト ン 1846: 42主正

1850: 565千トン 1856: 12基

!86Q:1000千トン

1860四 1880年代

Bl回t-furna聞でpigIron → 

1860 -1880年代IC,old type→ modrn furnace lζ転換

(cf. Fig: 11-1制 FigI -2¥ 

1860 : Blast furnaceのhigh:30［田t

製 （錬）

1750・steelproduct ionの最初の乙乙ろみ

1810: 9I7t 6i!i!i(Pa.) 

鋼

1831 1,600 t 14怨（import1,600 t) 
blister steel. cast or crucible steel 
( 1200。F-1300。F)

1840 William Kellyが実験開始（st田1)
後半

1850 5企業（すべてぬJSwank, 1880年 theCensus 

1856 57H. B回目merとKellyがpatentPa., lro1mastes 

のかく とく 13,6078t 

1860 中心 blistersteel』C出 t,crucible steel 

1858: Siemens (England), Martin bro- (Fra田ωが平

炉を開発

crucible steelは， blistersteelの欠点slagをとり

のぞいた。ra.v materials blister steel 

Engl and : double pre町 田 Americanpracticeは，SIO ・ 

gle crucible 何 回目S すな

わち．”Ceme叫ationpro・ 

1868平炉の

C田Sの除長。時間短縮，経

済的 I charcoalのcarbonが

Americaへの導入 molten ir凹1Iζ人り乙むの

Abraham Hewitt （失敗）を防 ぐ cruci bl e の rl•l C

Wrought iron charcoal を

Trenton Steel and 入れる。

Iron Co. (N.J.) 

crucible steelの問題 ：clay（粘/Jl:）の雌保

↓ 1740 BenリaminHunttman (Eng.) 

1870 :Bay State Iran .Works 1708: （粘土と鉛を結合）

〔S叫 thB田ton,Mass.，〕

5t平炉成功 用途：boilerplate, locomotive fire 

box plate Etc. 

pu剖lingf、，mace• wrought i聞包

1860年中葉， Bessemerpr田邸 の導入（cf: Fig 4 -2 ) 

1867：日時間町 pr町 田Sのcommercialbasisの確立
大部分は rail圧延

庄 延

主要製品：nail,sheet iron. implement 

casting for stove, shipbiuld ・ 

ingのための anchors，乱C

1830：並立1星空一足並旦の furna目の設白（Philadelph,a 
1849 welding furnaceの（用途oilfield, water systeum 

etc) 

1810 first rciling mill (Allegeh町田，Pittsburgh）主要

~品 r担O円1

1810凶atemill (Coatsville, Pa) edges，”shear steel, 

two r叫ltool, sharpcutting 

1825 5 

1830工豆_l__,:@J_-heavy rail, t ・ rail railroadの発展

1847 360,000 t EE延 hammer

1843 fi四trod mill (wire製造用）

plate mill〔atCoatesville, P，心

rail millの代表企業 i) Mount SavaQe Rollmg 

~ ( Allegany County, 

Maryland) 

1846: Two・ high Rail mill ii) Mont加 rRollin耳 c。
(cf Fig 4 -4) of Danville, Pa・（t0rail)

1853 3high structural mill= Abrand Hewitl〔Tien・

ton I rov Worha)N. J. Sanvel Rmes (Pa) 

1857 3 high millの発展 CanbriaIron Work 

(Jchnsontown. Pa.,) 

Eれは j Civil War以降発腿

1860-80年代はrailの圧延であった

1860 non-reversing toype 1872-73: 48の圧延工場

1860 if代 firstblooming mill 1874 69のraill王延

工場 George Fritz 

35 heavy rail 
Cambria Iron works so・－60pound 

34 liyght sale 8 pound 

1864 : 3 high plate mill 

R。lied
finished iron products 主要製品： ir叩 rail

1866: rev田ingmillの発展 その他

1871 : Holleyの3high blooming mill plate. wire: bar, 

structural shaq田
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製 銑

柿助役酬の改良（auxiliaryeq山pmcnts)

日正旧 blowi噌 engineで holblastを送る。

目的 イ）他設l'Iの低減ロ）mulclowcr→ 

wheclborrc v （手仰しー輪点へ）

prod，叫ioncapacily : !Ol以 ド

1) りlindric,11iron shell （炉炊） IC日間 blickをし

きつめる。

n) slone叫r山 lure-i ran shell f urracc （鉄皮式

へ〉

m) air blaslのpreheal川g

1009 Jhon Play町 （playerslave) 

Thorn as Whi l well 

1860-65：近代的溶鉱炉 T hornby I ran Works (stock・ 

lo1, England) Consell Iron Works (England) 

1875・inU. S. A Dade Coanly, Georgia, Port Henry, 

N. Y, lnorton, Ohio.などIClJJ件

1863・高JfChighpr田sers)John A. Fritz 

blowing engine The Lehigh Valley, Castern Pa, 

1871 Slrnth11s f11rnace (Ohio)capacity i.600l (mon 

nlh) Lucy furnace, Pittsburgh (Carne日icBro) 

1872 Isabella No, I. 2 furnace 5501 (pero ,eek) 

(scale-75 high, 20 feel diameter) f. Cfig 4 ・ I〕

Etna Works (Ironton, Ohio) 21( 

S回 le 87[ high, blo問ngengirc, Whil明 IIstove) 

Cambna work 

I ran ore = Lake Su pen or 

Blast furnaca発展の 3段階 1880 output -!OOt 

(per day) 

1) 1880: Rapid bloving or driving- ,!6，、生産l,l,

向い燃料消'l'lo
11) 1885：炉型の変化－bloving rate 低〈 ，燃料Ill

＇日さがる。

m) 1889: furnace shapeの変化－，：＇tiし、：lτ1/ll止と

rapid blowin岳 lowerfuel rate. 

scale Lucy F. Isabella F. 

以上を実現する補助設備の改良

1880 : 15, 000 cubic feel 
1895 : 25,000 
1900: 100 f. 01), 22f.(d) 

． 

製 （錬） 鋼

ア〆リ カ－ Wiliam I<clly －↓ideaはI司じ

イギリス－Henry Bcssemes, Robers Mushcl, 

（印m，凶作な l.,i¥1)

11. 1864 Wyandotte, Michigan. I<clly Pncumalic Fur 

nacc 2},tが操業開始

2. 1865 A H. llollcy Troy, N. 'Iヘ

自a田 emcrpatcnlをかく とくω

18日56:pneumatic sl田lassocialion 

B白田mer,I<ellyd lushctのp叫cnlsを

かくとく。 （scale:2 Y,ー5t) 

1866 186711:: 13slcel worksが傑業中

日目scmcrproc邑 Sの普及の功紛

Caplain William Jons, Jhon Frilz, Robrl 

llunしAlexandnL-Holley (consulting 

er屯iners.) Wyandotteeをのぞくすべての

steel worksそlJJ設。

American systemはC田 tof l a t月r および旦笠豆注~

の条例で成立。Englandk対する不利を除去， 大品生産

体成成立（fig4 -3) 

1880ー1900のsteelmaking facilitiesの先股

① 転炉， ②平t,c；，③cruciblef. 

① 転炉（Bcssemesconverter）のsi回

scale: 

1881 = lOt -5!.!;. 6Y,t-21 J,U 

i¥meican st andard 区笠臼~ （ lw町

converter pl ant-p.) 

1892 = IOt以上ー 1n, 
1901=421占10t以上（ 1001,!;中）車Eれは，

continous flo vのため

イ） 10 t -22, 11 }ft -4 , I 2l← 7' 

I 5t -7 , 20t -24 7 plants II）内，

33 plant l;I 2占Eのconverler,91》

2 J.以I:,, 5 p- 1, （なお，5I>は

small non・ standand Bessemer 

converter) 

f'I島~ll!il出送風8分， 25 healsで

bollornのchange,change actual 

timeー15-17:)}, cf : 20 l -Iよ

りIOt-2がoulpulが大きい。

． 

圧

を1!i!!f1s(G.Fritz式の改良〉

(cf: fig 4 -5) 

延

1880 87 rail mill ( 21 stal品 2West rn ler-) 

capacity: 100,000 11-t-per year 

Cambria Iron Work: 1876ー103,743t

(iron 47,643. Sl田I56,100 l) 

Edi::an Thonson Works 

1879・10.000l 

1867: universal plale n1ill = Andrew I<loman, (Pitt.) 

J; HolleyとFrilzkよって ingotの shiftingが吋能と

fJる，

欠点） 3 hi日hblooming mill I;! large ingol kは

ィ、 ｜分。

↓ 

revcsi ng q ngi neをもっ 2-high mil lの必:l!!I生。

1866：イギ リス riv田 ingblooming mill 

アメリカ Sh国 nbcrgerWorks (fig 4 -6) 

(Vn Pittsburgh) 

1878: 2・high reversing mill =Union !yon Co・of

Buffalo 

1860 :Englandかか月入 Geurgc Bedson kよる IJH5~

continuous rod mill. charcoal ironの欠点

1876:Belgian type looping millの設ii'i

Washburn and Moen Co 
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． 
製 銑

1):1.原料談入方法の変化

Wheel barro v→varlical h凹sl

,i)原燃料のslackingの方法の変化。hoistingapparal田 のタイプ（hydranlic,Pnemallc, 

waler balan田一eng111edriving h印stなど）

最大BF. = I 8% -1898 Duques，】ePlant 

(Car問 gieieSteel -Co) 

1900: capacily・ 18,000 t (P町 month)( 1880の4倍〉

革新 1883:Lucy Furnace 

vert正alhoist→足並旦主豆_g__（スキップ式抱き上げ機）

1-1!凶 i) 送風能力C30,000) 

ii) 炉型の改良

iii) water Cabled Plate的改良

1895：・ 軌道は27.原燃料のhand-filingは1895

年まで。一般的なPractice

Toptillers = 2名またはそれ以上。

top・ fillers＝坐旦担互!1..
barraw （箱〕の能力； 1500ポンド：

Weight: 800ポンド

furnace gas による公告

1900: 1900年以降並並1旦皿→automatic・fillingへ

以上で，Blaslfurnaceのscaleの拡大－ 30,000cubic・ 

feel 18,000 l (permont h) 

i〕 辿続式Cconlinuou担lysystem〕

24 Ca), 7 Cw) lli丘豆盤茎
1i) vertical hoist. hand・filling methodの

除去

ii〕 原一燃料の st皿kingの方法

構内軌道の利用Crailroad) 

車storing.r配d川glζおける発展は，BF. 巨大化の

1つの袈凶。

111）その他のMi助ぷ｛耐
1900：イ）blowi叫 即 日irぼの capacityの鉱大

1880 = 15,000→ 1900 = 30,000 cubicfert 

1892・ロ〉耳畠 cleaningequiome叫の保If!

13-gasを加熱IC利用（mecl】anicaldust 

catchen). Mesabi oreの利用：（ 1893ー

20 %, 1900 -45必以上〉

製 （錬） 鋼

技術革新＝1888: hot metal mixer (William Jon白）

む事l¥
己れは，EdganThomson plant (Carnegie St・ 
配IC。〉の銑鋼一貫製鉄所で政初IC導入

1908：。陪・heat-12分，1目ー 118 heats, 26,553 t (per・ 

month) 

精鋭1時間短縮の理由：I ow・ silicon contentsよる

1901 イギ＇）;;<= 78iまー200万 トン

7メリカ＝ 81i基－9,759,000 t 
理由.）国Stimeなし，より経済的な装也，機械の導入

technologyとartの進歩

②平炉（openhearth furnace) 

阪迎：＇［＇炉はpuddlingfurnaceを改良し大縦般にしたら

めs

利点．ィ）pig・ironのph偶 phorusの除去 （γメリカの原

料条例ICiJ!jする）

ロ）配rapの大！，l利用可能a ハ）管理上の利点など。

(hot・ metal ＋田rap)

ニ）ingotの巨大化（50 t～lOOt）長大波伎の平炉工

場 Hom田teadWorks (Carnegie Steel Co.) 

1900：・駁性炉（acid）－→極蕊性炉Cb品 ic）へ

1902：イギリス＝ 350万トン， 7メリカ＝ 550万トン

capacity or scaleの拡大史

1875:0tisSteelCo7t 2l&, 1878:[5t-2基

1880: 22 sho開 39-27 shops・ 61, 1887: 50shops・ 
94, 1892: 91 shops・ 167 ( 750 owt), capacity: 15l 

-20 t, 1896: 88 shops・ 225, 190 l 112 shops 403 

°1901: 40 t～5 t per heatの平炉

1908 o閃nbearlh furnaceの生産EがBessenerconverler 
のそれをおζす。 (0.H. = 870万 トン，13-G= 680万
トン）

平炉発展 ・普及のl)J!凶：イ）7メ リカの鉄鉱石の条件，

ロ） Scrapの利用可能，ハ）品質の均ー性とS開cif,

cation，管理上

イ） lf,i料 7メリカのはph田phorasが多い。

ロ） scrap Bessemer pr回目s・10 ?6b四l

open hearth・ 90 %limited 
CnormaJ・: 50形（scrap}50必nollniron〕

ハ） B田記mer-practice-12分

Q. H ・Slower, Calmer operation 

要求される仕線IC迅i!!;IC対必できる。

． 
圧 延

1900 -1920の圧延部門

Rolling mill 2つの郎分に分離

・ i) primary mill 
ii) Finishing mill (Fig 19 -14) 

イ） soaking pit均熱炉の導入

i ) primary millは， slab.bloom, billet mill 

をいう。

rsal mill 
slab vertical rolls 

slab blooming mill horizontal rolls 

ti) finishi叩 millはcolda吋 hot・mills k分矧

cold millは，1920年後半および 1930年初め

まで sheetの庄廷に限定。

hot millは，plate,pipe. structural, barrail 

mill k支配的であうた。

1900 -1920年代の特徴.slab mill or blooming mill 

特徴的進歩なし。 millを録作す

るのに，steam→electricity IC 
変化（1'.l動機〕（electric・power) 

1920年代以降 hotstrip millの導入

1917 :1皇民.n,l!!l主2・highor 2・highmillであった。

Luckens Steel c。のCoat巴 villeplant: 240 inch 

(wide）のRollをもっ。 platemillの住設。 Cし

Huston 

1918: 4 ・ high plate millがCoatesvilleで操業開始。

scale: backup roll・ 50 inch (diameter), 60トン

(weight) 

wcirk roll・ 34 inch CD〕世界Ji/(大の platemill 
high: 4 7 feet 

。 4・highrev田ingplate millの新しい時代をつ

くった。（ 1部IC19C にあった7

圧延能力：195inchwide. 25inch thick, 
長さ70feet, 

rail mill (1900-1920) 

1908：世界最大のrailmill =Ga,y mill production 

capa仰＝ 4,500 n. t，市日石了

structural mill ( 1900 -1920) 

1908：政も著 しい発展：Greymill at Bethlehem 
Steel Ca. (Pa.) byHenry Grey 
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製 銑

1890年以降．ハ）hotblast stoveの改良

fire brick type 

combustion chamberをもっcylindricalsteel 

shell 

Blast furnace 
standard p回stice 

hot blast stove 

軍治銑は， sunday.holiday ICは，cast or 

four叫げにする。

1890：ニ）rock drillの利用←handdrill 

(Maryland Steel Co) 

ホ）炉の内張Clininεs）の改良

1悲

4恕

4年以上操業可能，1890年以降， トン

当り.50 cent→15 ce叫低下

技術進歩：cokeoven (by・pnoduct coke）のgasとtarは

釦elとして利用。 water・coolingsystemの数

I 900 -1920の最大規模の Blastfurnace: 170t C問ptap) 

． 

製 （錬） 鋼

electric furnaceの導入。普及

1878: direct・ arc・ furnaceの端緒，byWilliam a・
eπ1ens 

発展： SirHumphry Davy によるdirect・arc and 

indirecト arcprincipleを利用。

1898: ItalyでStassanoによって arc・furnaceが設計

された。

U.S.では， directarc・ funaceのみ．
1900・FranceのHeroultplantが産業的生産を開始

12, 1900 st凹卜barを9t生産

1906；最初の Electricfurnaceの導入－ Helcomb 

St田ICo (of Syracuse, N-Y-) 

I 905 Sault Sainte M町 ie,(Mich）実験的IC越設

1908:Second Furnace:Firth・Stering Steel Co 
(Pa-) 

1909: The South of the Illinois Steel c。（US.
St田 I)

15 t ・direct arc・ furnace傑業開始，これはJ!fi
YI-私大で色っすこb

1911: steelingotでなく， C畠 tingのためのdir配 t・

arc・ furnaceが建設，TreadwellEngineering 

Co (in Easton Pa) 

1920：平均的なsize:6～ 7 t capacity 

1915 25t-3基， 1916and1917・30t furnace・ U 

United State Navy Departmet (West Virginia) 

庄 延

I 900 -1920：ζの問lのsteelindustyの特質：

electrification of the steel lndusty 

reciprocating steam engine→electric 

drive motor 

1908 Gary plant CU S, Steel Corporation ）は， electric

powerをI詰も発展させたのrailmill: 24.000馬力の

motorの受入

1912: blooming millがelectlicdrive (Canada)=A. 

lgoma steel c。
1916: Mark Manufacturing Co C現枝の Yourgstowrn

Sheet and Tube Co, 〕

． 


